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28GHz帯における5Gシステムと衛星システムとの周波数共用

 新世代モバイル通信システム委員会報告における共用検討

 5G基地局から静止衛星への干渉検討の結果

 設置可能基地局数：50,000局以上

 十分な数の基地局数を設置することができ、基地局の設置状況を適切に管理していけ
ば、静止衛星と共用可能

静止衛星向け地球局から5G基地局への干渉検討の結果

 地球局の近傍（6km程度以内の数地点）の条件を除いて、基地局の許容干渉電力を
満たす

 フィーダリンク地球局については、地球局の近傍で必要な干渉調整を実施すれば、同
一周波数の条件を含めて共用可能

 ローカル5Gへの適用

 28.2～28.3GHzの100MHz幅について、上記検討結果を適用して共用する

 上の結果に加え、共用検討に用いられた無線局諸元等を適切に技術的条件に反映す
ることが必要
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（参考） 5Gの共用検討パラメータ
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「新世代モバイル通信システム委員会報告 概要」より抜粋
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ローカル5Gと衛星システムとの周波数共用

 共用条件に対する適否の判定と維持

 5G基地局から衛星局への干渉に関して

 技術的条件(無線局諸元を含む)
 設置局数

 免許情報に基づく基地局の設置状況の管理

衛星地球局から5G基地局への干渉に関して

 近傍の基地局・地球局の所在、離隔距離

 免許情報に基づく確認

条件を満たさない場合の調整

 「既存の免許人が開設する無線局等との混信その他の妨害を防止するため、既存の
免許人と協議を行い、具体的な措置を講じなければならない。」（「開設指針案につい
て」から抜粋、一部改訂）といった条件を、適宜、審査基準等に盛り込むことが適当
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